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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「Jointly Learn Graph Node Embeddings and Graph Clustering with Temporal  
Information」と題し，英文全5章より構成されている． 
第1章「Introduction」では，本研究の背景を説明するとともに，本論文の目的を述べている．ま
ず，時間情報を導入したグラフを用いた，コミュニティ検出としても知られる動的グラフクラスタ
リングとtimeline要約が本研究の取り組むタスクであること，これらのタスクにおける従来研究
は，例えば，複数のプロセスを連結する構成を採ることが多く，大域的な最適解を得られていない
など，いくつかの問題点を有することを述べている．そして，本研究の目的が，動的グラフクラス
タリング，timeline要約両方のタスクにおいて，ノード表現とグラフクラスタリングを同時学習す
ることで，統一的に従来研究の問題点を解決できることを明らかにすることであると述べている．
そして，この同時学習の枠組みには，ノードの表現がクラスタ構造の誘導でリンクに対する識別素
性をより学習でき，その結果，性能向上に寄与する利点があると説明している． 
第2章「Related Work」では，本研究に関連する，ノードの表現学習，コミュニティ検出，

timeline要約，要約におけるグラフの利用に関する研究について説明している．  
第3章「Conducting joint learning on dynamic graph clustering」ではまず，動的グラフクラスタリ
ングタスクと，同時学習を元にした提案手法Robust Temporal Smoothing Clustering (RTSC)につ
いて説明している．提案手法の評価実験では，6つの人工的なデータセット及び4つの実世界の動的
ネットワークデータセットを用い，従来の世界最高性能の手法を上回る性能を発揮することを確認
している． 
第4章「Conducting joint learning on timeline summarization」ではまず，timeline要約の従来手法
と，同時学習を元にした提案手法joint learning-based heterogeneous graph attention network for 
TLS (HeterTLS)について説明している．この手法では，日付，単語，文を単位とする異種混合グ
ラフを構成するが，グラフ中で単語ノードが日付ノードと文ノードの橋渡しの役割を果たし，その
結果，日付ノードは他の異なる粒度の情報を学習することが可能になり，また，文の表現は日付に
関連する情報を補うことが可能になると説明している．提案手法の評価実験では， 4つのtimeline
要約データセットを用い，従来の手法を上回る性能を発揮することを確認している． 
第5章「Conclusion and Future Work」では，本研究の結論と，第3章と第4章で提案した手法に対
する課題と今後の展望について述べている． 
以上を要するに，本論文は，時間情報を導入したグラフを用いた，動的グラフクラスタリングと

timeline要約という2つのタスクにおいて，統一的に従来研究の問題点を解決できる新しい手法を
提案し，その有効性を検証しており，工学上貢献するところが大きい．よって博士（工学）の学位
を授与するに十分な価値を持つものと認められる． 
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